
鹿追高校では、学校行事「鹿追町の20人に会いにいこう」と併せて開催しました。
鹿追町をフィールドにした鹿追高校ならではの取組であり、日頃から鹿追高校を支援してく

ださっている地域の方や十勝管内で活動しているコーディネーターの方もオンラインで参加し
ていただきました。

BRIDGE構築事業とは
変化が激しく先の見通しが立ちにくい「VUCA（ブーカ）」時代に対応し、持続可能な社会を

創造する子どもたちを社会全体で育むため、道教委が令和７年度から実施している事業です。

本事業では、生徒・教員・地域に向け、４つのプロジェクトに取り組んでおり、総合的な探

究の時間合同説明会は、「『実社会・実生活と結び付いた課題設定』支援プロジェクト」とし

て実施しています。本合同説明会の目的は、地域の方に探究活動の理解を深めていただき、生徒

の探究活動の支援の輪を拡充させることとしております。
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鹿追高校「ふすまる班」は、「鹿追高校で探究活動を行いたい」という思いか
ら、地域みらい留学を利用して道外から入学した生徒で構成されています。生徒
たちは鹿追町の特色を生かすため、特産品である鹿追そばの“ふすま”（蕎麦の実
を挽いた際に生じる表皮）に着目しました。活動当初は、町の工芸品である鹿追
焼の釉薬としての活用を検討していましたが、利活用が難しいことが分かったた
め、現在は、ふすまを活用したパンの開発に取り組んでいます。
今後は、道の駅で開催予定のマルシェや校内での販売を目指し、「フードバン

ク奈良」や鹿追町にある店舗とも連携しながら活動を展開していく予定です。

ふすまる班「廃棄物について～ふすまパンの作成～」

トークセッション

探究活動の魅力について、鹿追高校の生徒からは、「地域の方との交流が増える
ことが魅力である。」と話してくれました。また、伴走支援をした先生からも、
「生徒たちの『やってみたい』を実現させることに対して、協力的な地域の方がた
くさんいることが、鹿追高校の探究活動の大きな魅力である。」との声がありまし
た。
探究活動を通した学びについて、生徒からは「もともと慎重な性格だったが、

『とりあえずやってみよう』という挑戦する姿勢が身に付いた。」との声があるな
ど、挑戦する姿勢が日常生活や学習面にも生かされていると感じている様子が分か
りました。

質疑応答

質疑応答では、地域の方から、「フードバンク奈良」との繋がりについて質問が
寄せられました。登壇した生徒からは、「フードロスについて調べていく中で、そ
の存在を知った。そのことがきっかけで、実際に連絡を取ったところ、奈良県の高
校生と学校の文化祭でフードバンク活動を行うなどの連携ができることを知り、協
力を依頼した。」との説明がありました。
また、「中学校での学びが、現在の高校での探究活動にどのように生かされてい

るのか。」という質問に対しては、生徒から、「中学校時代に農業に関する教材の
開発や、地域の課題解決をテーマにした総合的な学習の時間に取り組んでおり、そう
した経験が現在の探究活動の基盤になっている。」との回答がありました。参加し
た16名の皆様にとって、鹿追高校の取組を知っていただくよい機会となりました。
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